
提言

翻訳と通訳

平野 義明

化学生命工学部 化学・物質工学科 教授　

巻頭言

Synergy：時を得て「混ぜる」

研究代表者　大矢 裕一
化学生命工学部 化学・物質工学科 教授
医工薬連携研究センター長

材料化学の領域では２つ以上の素材を複合化して、機能を高めたり、新しい機能を付与したりする試みがよく行われる。

一般に、複合材料やハイブリッドなどと言われるものである。１＋１が２以上、場合によっては10や 100になると相乗

効果 (Synergistic effect) が発現されたことになるが、10や100といった数字で表現可能な単一の性能向上だけでなく、

全く異なる機能が生まれる場合もある。最近、我々が開発した材料システムでも、二種類以上のポリマーや低分子を「混

ぜる」ことが、機能発現の鍵となっているものが幾つかあり、Mixing strategy（混ぜる戦略）と呼んでいる。

合成化学の分野で仕事をしていると、目的ポリマーを純度高く精製するのに手間がかかることもあって、これまでは正

直、私自身、「混ぜる」ことを「創る」ことよりも低く見てしまう傾向があったことは否めない。また、分子設計にこだわって、

複数の機能を一つのポリマーに搭載させようとして、目的ポリマーの構造が複雑化し、合成が非常に難しくなってしまう

ことも多かった。それを匠の技で合成するのも研究者の醍醐味ではあるが、実用化（工業的に生産）を目指すのであれば、

分子の構造はできるだけ単純な方が望ましい。合成する前に、本当に一つの分子やポリマーで実現しなければならないか

は良く考える必要がある。

複合材料では、例外的に成功したモノが脚光を浴びることが多いだけで、ただやみくもにA、 B二種類の成分を混ぜると、

AとBの平均的な性能しか出なかったり、Aの機能もBの機能も出なくなってしまったりするケースが多いのが実情である。

高い複合効果が発揮されるための条件には色々なファクターがあるが、少なくとも、上手い具合に混ざり、それぞれの成分

が相手の機能を阻害しないことが最低条件である。何をどう「混ぜる」かのセンスは、「創る」技術と同じくらい重要である。

一方、生命系は元から多種多様な分子の混合系である。どういった分子がどのような分子と、どういう場所で働くかに

加えて、時系列的にどのタイミングで系内に登場し、どういう順序で働くかも重要なファクターであり、それが生命の動

的性質の本質の一つでもある。我々の開発した系でも、温度によるポリマーの相転移現象が引き金となって、各成分が出

会って反応するタイミングを制御できたことが新機能に繋がっており、「混ぜる」タイミングは機能を引き出す重要な要

素の一つと言えるかもしれない。

さて、翻って我々のプロジェクトはもちろん、医学と工学、さらに工学の中でも材料化学と機械工学、異なる分野を専

門とする人の複合・融合プログラムでもあり、人と人とのSynergistic effects を期待したものであることは言うまでも

ない。予想を超える複合効果を引き出すためには、やはり、上手く混ざって互いに阻害しない（積極的に関わり、相手の

立場を理解し、相手の話をよく聞き、相手に分かりやすく伝える努力をし、自分の専門にこだわらない）ことが必要不可

欠である。さらに、研究がちょうど良い局面を迎えたタイミングで、適した共同研究パートナーと（あるいはシーズとニー

ズと）の出会いがあることも重要であろう。

人材育成にもこの「混ぜる」効果は重要である。本プロジェクトで大学院生に開講しているKUMP特殊講義では、普

段あまり授業を一緒に受けることのない化学系学生と機械系学生が一緒に、プロジェクト参加教員の授業に加えて、大阪

医大での講義や実習を受ける機会を設けている。大阪医大の学生を関西大で受け入れるプログラムも計画中である。海外

の提携大学からの学生受け入れも、学生の国際感覚の醸成に有効である。こうした専門分野や文化的背景の異なる人々と

の出会いが効果的に実を結ぶためには、相手を理解する能力や好奇心が一定レベル以上に「成熟」している時期であるこ

とが必要かもしれない。

良いタイミングで良い出会いを演出することで、創造力のある人材が育ち、研究の新しいアイデアや解決策が生まれれ

ば、「混ぜる」効果については、本プロジェクトは大成功と言えるだろう。

「翻訳と通訳」と聞くと一般的には語学関連の話だと思うだろう。しかし、著者は科学技術の学際領域に身を置く者と

して、最近、『翻訳』と『通訳』を強く意識するようになった。KUMPで他学部、他大学との共同研究を行ったり、大学

内でキャリア関連の仕事をしたりしている影響だと思う。

『翻訳』を辞書で調べてみると、その２番目に「符号やわかりにくい言葉、特殊な言葉などを一般的な言葉に直すこと。

『技術用語を翻訳して説明する』」とある※。また、『通訳』とは「当事者間において言語の相違その他の理由により意志疎

通に支障がある場合、両者の間にたって互いの意図を伝達する人。日常会話、商談、外交交渉、討論、講演などに多く用

いられ、まず逐語的に正確に訳すことが求められる。(中略 )伝達内容が複雑になるにしたがって、通訳の教養・人格・

総合的能力も求められるようになってきた」と書かれている※。われわれの分野では『翻訳』は、まさに「（専門や）技術

用語を翻訳して説明する」に該当するし、『通訳』は研究者間や異分野の人々との意志疎通の支障を低減することが役目

である。他の工学分野の人に研究内容を伝える、医学分野の人に伝える、高校生に伝える、一般人に伝える…。状況に応

じて専門分野に加えて『翻訳』と『通訳』のプロフェッショナルにならなければならない。

『翻訳』と『通訳』が充分機能すれば、医工連携や材料分野-機械工学-電気・電子工学の連携ももっと強くなる。専

門用語を用いて伝えるのは簡単だが、相手が研究に興味を抱き、理解できなければ発展はない。新しい専門分野が開拓され、

それに関わる領域が広がるにつれて、通訳の役割も増えるであろう。また、理系離れが進む昨今、小学生・中学生・高校

生への『翻訳』と『通訳』が、今後の日本の科学技術を支えるためにも非常に重要である。

さて、大学生はどうだろう？著者は恩師から大学院受験の面接の前に、「どんな基礎研究であってもポンチ絵に描いて、

その研究について相手が理解できる説明をするようになりなさい」と言われた。当時は、専門用語も使わずにこんな説明

の仕方をすれば、私自身が高度な研究を理解できていないと判断されるかと戸惑っていた。しかし、今になればいかに大

切な一言であったかと思う。現在の学生も、あの頃の私と同様である。就職活動における企業の技術面接で、専門用語や

専門分野で使う略語を多用しているようだ。技術面接とは言え、技術 “系 ” 研究者が対応するのであり、全ての分野を網

羅しているわけではない。また、文系出身者が同席していることも多々ある。次世代のためにも『翻訳』と『通訳』教育

を行うべきではないだろうか。座学で修得できる事に加えて実際に話すトレーニングも必要である。今後の技術者教育に

必要な課題だと感じている。

「井の中の蛙　大海を知らず」というが、『翻訳』と『通訳』という技術を身に着ければ相手の理解を得ることができ、

蛙は井の中から大海へ飛び出していける。飛び出した世界には、まだまだ知らないことがたくさんありそうだ。

※松村明監修（2012）『大辞泉』（第二版）小学館
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